


2やまなし昭和町議会 No.142
第1回臨時会

2
年
間
の
任
期
満
了
に
伴
い
、5
月

8
日
、各
委
員
会
の
構
成
と
役
割
を

決
定
し
ま
し
た
。
新
し
い
委
員
会
の

構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。

議会の内部組織として、条例によって常任委
員会、議会運営委員会、特別委員会を置くこ
とができます。各委員会は本会議における審
議の予備的審査や調査、研究を行っています。

委　員　長
副委員長
委　　員
　　〃
　　〃
　　〃
　　〃

山田　　　
福島　正明
野中　敏美
保坂　明子
河住　保茂
三井　　猛
萩原　　馨

議会運営委員会議会運営委員会

委　員　長
副委員長
委　　員
　　〃
　　〃
　　〃

河田あけみ
河住　保茂
萩原　　馨
保坂　明子
野中　敏美
塩澤　　浩

広報編集特別委員会広報編集特別委員会

委　員　長
副委員長
委　　員

河住　保茂
塩澤　　浩
議会議員全員

水源対策特別委員会水源対策特別委員会

委　員　長
副委員長
委　　員

三井　猛
遠藤　辰男
議会議員全員

地方分権対策特別委員会地方分権対策特別委員会

浅川　武男
三井　　猛

　遠藤　辰男
　塚原　將司

消防委員消防委員

浅川　武男
塚原　將司

甲府地区広域行政事務組合議会議員甲府地区広域行政事務組合議会議員

萩原　　馨
樋口　敏夫

中巨摩地区広域事務組合議会議員中巨摩地区広域事務組合議会議員

志村　　茂
田中　博愛

三郡衛生組合議会議員三郡衛生組合議会議員

深澤　平助

山梨県後期高齢者医療広域連合議会議員山梨県後期高齢者医療広域連合議会議員

山田

監査委員監査委員

地方分権改革が進み、これまで以上
に自治体の政策決定の良し悪しで、
住民や地域社会の生活が変わる時代
となりました。昭和町の政策決定を
担うのは、最終的に地域住民ですが、
代表民主主義をとっている関係から、
日常的には、町長と議会が政策決定
を任されています。議会は住民を代
表する機関として、町民との対話に
努め、民意が政策に反映されるよう
積極的な役割を果たしていきます。

萩原　　馨
副議長

浅川　武男
議　長
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昭 和 町 議 会 組 織 図
議　長

副議長

総務常任委員会 教育厚生常任委員会

議会選出消防委員議会選出監査委員全員協議会

甲府地区広域行政
事務組合議会議員

中巨摩地区広域行政
事務組合議会議員

三郡衛生組合
議会議員　　

山梨県後期高齢者医療
広域連合議会議員

議会改革推進会議

議会運営委員会

地方分権対策特別委員会 広報編集特別委員会

産業土木常任委員会

水源対策特別委員会

任期
平成21年5月11日から
平成23年4月29日まで

樋口　敏夫
副委員長

保坂　明子
委員長

萩原　　馨

河田あけみ

河住　保茂

学校教育、生涯学習、町民窓口、福祉・介護などに関
する事項を所管

田中　博愛
副委員長

野中　敏美
委員長

塚原　將司志村　　茂

遠藤　辰男

建設、下水道、都市整備、区画整理、環境経済などに
関する事項を所管

塩澤　　浩
副委員長福島　正明

委員長

浅川　武男

三井　　猛深澤　平助

行政一般、総務、企画財政、税務などに関する事項、
その他の委員会に属さない事項を所管

山田
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墓
地
と
な
っ
て
い
る

町
有
地
を
寺
院
に
譲
渡

○
普
通
財
産
の
無
償
譲
渡

　
町
有
地
を
墓
地
の
用
に

供
し
て
い
る
昭
和
町
上
河

東
の
宗
教
法
人
妙
福
寺
か
ら
、

町
の
公
有
財
産
管
理
規
則

に
基
づ
き
譲
与
申
請
が
あ

っ
た
も
の
で
、
議
会
は
全

員
賛
成
で
無
償
譲
渡
を
認

め
ま
し
た
。

　平成21年6月定例会は、6月17日から23日までの
7日間の日程で開きました。
　今定例会では、一般会計補正予算・介護保険特別会
計補正予算2件のほか、工事請負契約の締結3件、普通
財産の譲渡1件、請願2件、意見書3件が上程され、全
ての案件が全会一致で可決または採択しました。

6月定例会平成
21年

予
算
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算

1
億
3
1
3
8
万
円
を
追
加

総
額
　

71
億
1
1
3
8
万
円

【
歳
出
の
主
な
も
の
】

・
法
人
町
民
税
の
返
還
金

　
　
　
　
　
　
　
5
0
0
0
万
円

・
常
永
児
童
館
の
設
計
委
託
と
増

　
築
工
事

　
　
　
　
　
　
　
3
7
0
0
万
円

・
中
小
企
業
も
の
づ
く
り
研
究
開

　
発
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　
1
4
4
0
万
円

・
公
用
車
の
買
い
替
え

　
　
　
　
　
　
　
1
1
0
0
万
円

・
保
育
所
費
　
　
　
6
2
4
万
円

【
財
源
】

・
財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し

　
　
　
　
　
　
　
6
3
7
1
万
円

・
国
庫
支
出
金
　
4
9
9
2
万
円

・
県
支
出
金
　
　
1
7
7
5
万
円

　
国
の
補
正
予
算
に
伴
う
経
済
対

策
で
あ
る
地
域
活
性
化
・
経
済
危

機
対
策
臨
時
交
付
金
事
業
で
、
子

育
て
支
援
対
策
と
し
て
常
永
児
童

館
の
増
築
、
環
境
対
策
と
し
て
公

用
車
の
買
い
替
え
、
災
害
時
の
自

主
防
災
活
動
を
支
援
す
る
防
災
研

修
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
作
成
委
託

業
務
料
を
計
上
。
未
曾
有
の
景
気

の
落
ち
込
み
か
ら
、
法
人
町
民
税

の
予
定
納
税
分
の
還
付
金
お
よ
び

還
付
加
算
金
を
計
上
し
ま
し
た
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　
4
3
万
円
を
追
加

　
総
額
5
億
7
3
4
9
万
円
に
な

り
ま
し
た
。

・
押
原
公
園
整
備
工
事

　
第
1
工
区
請
負
契
約
の
締
結

（
契
約
の
方
法
）

　
公
募
型
指
名
競
争
入
札

（
契
約
金
額
）

　
　
　
　
1
億
9
5
1
万
5
千
円

（
契
約
の
相
手
）

　
﹇
甲
府
市
﹈
富
士
グ
リ
ー
ン
テ

　
ッ
ク
・
石
原
グ
リ
ー
ン
建
設

 
J
V

・
押
原
公
園
整
備
工
事

　
第
2
工
区
請
負
契
約
の
締
結

（
契
約
の
方
法
）

　
公
募
型
指
名
競
争
入
札

（
契
約
金
額
）
　
9
4
5
0
万
円

（
契
約
の
相
手
）

　
﹇
甲
府
市
﹈
斎
藤
建
設
・
山
梨

　
ガ
ー
デ
ン
J
V

・
常
永
土
地
区
画
整
理
地
内

　
4
号
調
整
池
工
事
契
約
（
変
更
）

　
の
締
結

（
契
約
金
額
）

　
変
更
前
　
　
4
億
4
0
4
万
円

　
変
更
後
　
4
億
2
7
7
8
万
円

（
契
約
の
相
手
）

　
﹇
甲
府
市
﹈
早
野
組
・
羽
黒
工

　
業
Ｊ
Ｖ

（
変
更
の
内
容
）

　
仮
設
工
（
ウ
エ
ル
ポ
イ
ン
ト
）

　
の
増
工

整
備
が
進
む
押
原
公
園

契
約
の
承
認
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〈
請
願
者
〉
昭
和
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会

　
　
　
　
　
会
長
　
望
月
　
規
充

〈
要
　
旨
〉

・
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
を
堅
持
す
る
こ
と
。

・
地
方
交
付
税
を
含
む
国
の
教
育
予
算
を
拡
充
す
る
こ
と
。

・
少
人
数
教
育
を
実
現
す
る
た
め
教
職
員
定
数
の
改
善
を
図
る
こ
と
。

※
全
会
一
致
で
採
択
し
、
請
願
と
同
趣
旨
の
意
見
書
を
政
府
関
係
機
関
に
提

　
出
し
ま
し
た
。

〈
提
出
先
〉
文
部
科
学
大
臣
ほ
か

教
育
予
算
拡
充
、
教
育
の
機
会
均
等
お
よ
び

水
準
の
向
上
を
図
る
た
め
の
請
願

〈
請
願
者
〉
山
梨
県
原
水
爆
被
害
者
の
会

　
　
　
　
　
会
長
　
高
橋
　
健

〈
要
　
旨
〉

　
オ
バ
マ
米
大
統
領
の
「
原
爆
投
下
の
道
義
的
責
任
」
を
認
め
、
「
核
兵
器

の
な
い
世
界
」
を
目
指
す
表
明
は
画
期
的
な
意
味
を
持
つ
。
日
本
政
府
は
唯

一
の
被
爆
国
と
し
て
「
核
の
傘
」
や
「
核
抑
止
力
の
必
要
性
」
で
な
く
、
世

界
か
ら
核
兵
器
を
廃
絶
す
る
た
め
の
具
体
的
努
力
を
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

※
全
会
一
致
で
採
択
し
、
請
願
と
同
趣
旨
の
意
見
書
を
政
府
関
係
機
関
に
提

　
出
し
ま
し
た
。

〈
提
出
先
〉
内
閣
総
理
大
臣

唯
一
の
被
爆
国
と
し
て
核
兵
器
廃
絶
の
た
め
の

具
体
的
努
力
を
日
本
政
府
に
求
め
る
請
願

「地震特措法」の延長を求める意見書
〈提出議員〉塩澤　浩
〈要　　旨〉　予想される東海地震に対する国の財政上の特別措置
に関する法律は、平成21年度末に期限切れとなるが、さらに防災対
策を推進することが必要であり、この法律の延長を強く求めるもの。
※全会一致で可決し、国会・政府関係機関に提出しました。
〈提出先〉衆議院議長ほか

常
永
児
童
館
で
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち



「
井
戸
設
置
の
届
出
3
件
報
告
」

浅
川
議
員
　
上
水
道
管
が
入
っ

た
ら
、
井
戸
か
ら
上
水
道
に
切

り
替
え
る
と
い
う
町
の
方
針
は

あ
る
か
。

環
境
経
済
課
長
　
使
用
の
井
戸

と
上
水
道
の
併
用
で
使
っ
て
い

た
だ
く
。

福
島
議
員
　
安
心
・
安
全
の
た

め
に
上
水
道
を
も
っ
と
強
く
推

進
す
る
べ
き
で
は
。

環
境
経
済
課
長
　
担
当
課
と
連

携
を
と
り
対
応
す
る
。

「
農
産
物
直
売
所
」

萩
原
議
員
　
常
永
地
内
に
農
産

物
直
売
所
を
建
設
す
る
た
め
、

町
と
農
協
で
設
計
費
用
を
み
て

い
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
進

め
る
つ
も
り
か
。

町
長
　
行
政
の
立
場
か
ら
荒
廃

農
地
や
遊
休
農
地
を
救
っ
て
い

く
た
め
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
伺

い
な
が
ら
進
め
た
い
。

※
今
後
、
農
協
・
町
・
議
会
と

協
議
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

「
町
名
義
の
墓
地
の
無
償
譲
渡
」

浅
川
議
員
　
昨
年
5
つ
の
寺
か

ら
申
請
が
あ
り
、
ま
た
譲
渡
申

請
が
出
て
き
た
が
、
こ
の
よ
う

な
土
地
は
あ
と
何
個
所
く
ら
い

あ
り
、
払
い
下
げ
る
条
件
は
。

企
画
財
政
課
長
　
あ
と
9
カ
所

ほ
ど
あ
る
。
条
件
は
檀
家
総
会

の
決
議
書
が
必
要
。
宗
教
法
人
・

現
況
が
墓
地
・
檀
家
以
外
は
、

そ
の
人
た
ち
の
同
意
書
・
隣
接

の
同
意
書
等
が
必
要
と
な
る
。

「
総
　
務
」

三
井
議
員
　
低
公
害
の
公
用
車

購
入
予
算
を
計
上
し
た
が
、
町

内
業
者
で
購
入
し
て
欲
し
い
。

総
務
課
長
　
国
へ
補
助
申
請
後

購
入
す
る
予
定
。
町
内
で
購
入

す
る
。

11
年
〜
16
年
使
用
し
た
公
用
車
を
、

低
公
害
車
に
買
い
替
え
予
定
。

河
住
議
員
　
福
祉
車
両
に
低
公

害
車
の
利
用
は
。

総
務
課
長
　
検
討
す
る
。

「
各
区
の
境
界
問
題
」

塚
原
議
員
　
常
永
土
地
区
画
整

理
地
内
の
飯
喰
・
河
西
・
上
河

東
の
区
の
境
界
決
定
を
早
め
に
。

区
画
整
理
課
長
　
企
画
財
政
課

と
区
長
会
に
出
し
て
確
認
し
て

い
る
。
大
き
な
道
路
や
水
路
で

区
切
っ
て
、
基
本
的
に
東
西
線

で
飯
喰
・
河
西
を
わ
け
、
上
河
東
・

飯
喰
は
公
園
が
あ
る
と
こ
ろ
で

区
切
り
た
い
。

「
環
境
対
策
」

三
井
議
員
　
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ

ル
の
関
係
で
、
廃
油
の
回
収
状

況
は
ど
う
か
。

環
境
経
済
課
長
　
3
月
ま
で
に

ド
ラ
ム
缶
3
本
分
く
ら
い
を
回
収
。

回
収
場
所
を
増
や
し
た
い
。
危

険
で
な
い
方
法
を
考
え
る
。
役

場
1
カ
所
だ
が
、
よ
く
集
ま
っ

て
い
る
。

「
交
通
安
全
対
策
」

河
住
議
員
　
常
永
土
地
区
画
整

理
地
内
の
幹
線
道
路
の
工
事
終

了
予
定
は
。
い
つ
子
ど
も
た
ち

が
通
れ
る
の
か
。
信
号
の
設
置

予
定
は
。

区
画
整
理
課
長
　
平
成
22
年
4

月
供
用
開
始
予
定
。
信
号
は
県

公
安
委
員
会
と
協
議
、
設
置
は

6
カ
所
に
増
や
す
。
通
学
は
、

こ
れ
か
ら
学
校
側
と
話
し
合
っ

て
い
く
。

福
島
議
員
　
町
道
30
号
線
は
5

カ
年
計
画
に
入
っ
て
い
る
。
前

向
き
に
や
っ
て
い
く
の
か
。

町
長
　
玉
川
団
地
東
側
の
葦
間

の
部
分
の
用
地
買
収
が
進
ま
な
か
っ

た
こ
と
や
、
予
定
路
線
の
変
更

な
ど
あ
り
遅
れ
て
い
る
が
、
前

向
き
に
検
討
し
て
い
る
。

福
島
議
員
　
葦
間
の
と
こ
ろ
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

建
設
課
長
　
ア
ル
プ
ス
通
り
と

の
接
続
に
併
せ
て
話
を
す
る
。

「
福
祉
課
関
係
」

河
住
議
員
　
常
永
児
童
館
の
増

設
は
ど
う
な
る
の
か
。

福
祉
課
長
　
定
員
50
名
が
69
名

に
な
る
。

萩
原
議
員
　
現
状
の
利
用
者
数

は
ど
の
く
ら
い
か
。

福
祉
課
長
　
登
録
者
は
52
名
。

地
域
活
性
化
の
補
助
金
が
ら
み

で
69
名
ま
で
の
定
員
の
施
設
し

か
増
築
で
き
な
い
。

議案をさらに細かく各委員会で
徹底審査を行いました。

水
源
対
策
特
別
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

産
業
土
木
常
任
委
員
会

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

地
方
分
権
対
策
特
別
委
員
会
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よ
し

ま

よ
し

ま



　
町
の
財
政
状
況
、
人
事
委
員
会
の
勧
告
と
民
間
給
与
等
の

状
況
を
考
慮
し
、
町
長
・
教
育
長
、
職
員
、
議
員
報
酬
の
期

末
手
当
を
減
額
す
る
も
の
で
す
。

（全会一致で可決）

町長・教育長・議会議員の
期末手当は0.15カ月分減額

（賛成14、反対1で可決）

一般職員は期末・勤勉手当
をあわせ0.2カ月分減額

　
公
務
員
の
賃
金
は
、
前
年
冬

と
当
年
の
夏
の
民
間
支
給
額
を

調
べ
、
8
月
に
人
事
院
が
勧
告

す
る
が
、
今
回
は
一
部
企
業
の

調
査
を
も
と
に
前
倒
し
で
削
減

を
勧
告
し
た
も
の
で
、
ル
ー
ル

無
視
で
あ
る
。
景
気
回
復
が
求

め
ら
れ
る
今
、
消
費
低
迷
と
景

気
悪
化
を
加
速
す
る
も
の
で
、

道
理
に
合
わ
ず
反
対
で
す
。

反
対
理
由
　
深
澤
平
助
議
員

（6月19日）

やまなし昭和町議会 No.142
第2回臨時会と議員活動7

　
一
般
職
員
の
ほ
う
が
特
別
職
・

議
会
議
員
よ
り
も
0
・
05
カ
月
減

額
が
多
い
の
は
、
勤
勉
手
当
が
含

ま
れ
る
た
め
で
す
。

期
末
・
勤
勉
手
当

　
地
方
公
務
員
は
条
例
に
よ
り
定

め
ら
れ
て
お
り
、
生
計
費
を
補
う

た
め
に
支
給
さ
れ
る
生
活
給
的
性

格
を
有
す
る
手
当
で
、
勤
勉
手
当

は
職
員
の
勤
務
成
績
に
応
じ
て
支

給
さ
れ
る
能
率
給
的
性
格
を
持
っ

た
手
当
で
す
。

 
常
永
土
地
区
画
整
理
事
業
地

内
に
は
、
河
川
の
氾
濫
を
防
ぐ

た
め
、
4
カ
所
の
調
整
池
が
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。
3
カ
所
の

調
整
池
は
、
常
永
土
地
区
画
整

理
組
合
の
財
源
で
造
り
、
こ
の

調
整
池
は
上
流
の
雨
水
対
策
の

た
め
町
で
造
り
ま
す
。

　
今
年
の
8
月
末
に
完
成
す
る

4
号
調
整
池
の
工
事
費
は
約
4

億
2
7
7
8
万
円
で
す
。
大
型

事
業
の
た
め
工
事
途
中
で
す
が
、

議
員
全
員
で
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

埋
立
て
前
の
調
整
池
外
部

昭
和
町
の
議
会
活
性
化
を

　
視
察
に
訪
れ
た
他
町
村
議
会



※井戸端会議で出された意見・要望は、担当常任委員会で問題を調査研

究し、結果報告書を作成し、区長に提出します。昭和町議会ではこうい

う活動を通じて「より住みよい町」をつくろうと願っています。住民の

生の声は大きな財政支出が伴うものや、昭和町だけではどうにもできな

いものもあり、すべての意見・要望を満たすわけにはいきませんが、議

会は執行機関と一緒になって課題解決に知恵をしぼっていきます。

（紙面の都合上、一部意見要旨のみ掲載）

全員協議会で井戸端会議の課題協議

8やまなし昭和町議会 No.142
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今後の開催予定

7月は押越区・西条一区・河西区で井戸
端会議を計画しています。
開催日は各地区で回覧されますので、
ぜひご参加ください。

　
昭
和
町
議
会
は
議
会
改
革
の
一
環
と
し
て
、

議
員
が
常
に
住
民
と
の
対
話
に
努
め
、
住
民
の

悩
み
と
声
を
聞
き
、
議
論
を
重
ね
、
調
査
研
究

を
進
め
て
住
民
福
祉
と
活
力
あ
る
地
域
社
会
を

め
ざ
す
町
政
を
推
進
す
る
た
め
、
区
長
会
と
の

協
働
事
業
と
し
て
、
区
民
と
議
員
と
の
「
井
戸

端
会
議
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
前
年
度
、
試
行
的
に
町
議
会
議
員
の
い
な
い

飯
喰
区
で
行
っ
た
井
戸
端
会
議
。
平
成
21
年
は

こ
れ
を
発
展
さ
せ
、
区
長
会
の
協
力
を
い
た
だ
き
、

町
内
全
区
（
12
地
区
）
で
実
施
し
ま
す
。

　
住
民
と
行
政
の
橋
渡
し
を
す
べ
き
議
員
は
、

常
に
住
民
の
中
に
飛
び
込
ん
で
、
住
民
の
大
き

な
声
、
小
さ
な
声
、
声
な
き
声
の
す
べ
て
の
声

を
把
握
し
て
、
住
民
の
心
情
を
つ
か
み
、
そ
れ

を
議
員
の
声
・
心
・
知
恵
と
し
て
物
事
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
井
戸
端
会
議
の
翌
日
か
ら
個
々
の
議
員
は
調

査
研
究
に
入
り
、
5
月
19
日
・
6
月
3
日
・
6

月
11
日
と
各
常
任
委
員
会
で
課
題
に
つ
い
て
検

討
し
ま
し
た
。

「より住み良い町」をつくるための公式

「課題」＝「あるべき姿」－「現実」
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Ｑ　「地球温暖化」の呼び名を「地球高温化」
に変え、行政と住民が危機感を持って取り組

もう。

Ａ　今後の課題とする。
Ｑ　常永土地区画整理事業に議会のチェック
が不十分ではないか。工事中のため飯喰区か

ら出るのに住民が困っている。幹線道路の早

期完成を指導願いたい。

Ａ　幹線道路は平成22年3月に完成。人が通行
する部分はできるだけ早く仕上がるよう努力

する。

おもな
意見・要望

議会の対応

工事中の幹線道路

Ｑ　高齢者の介護が増加している。お互いに
悩みを話し合う場所がほしい。

Ａ　今後の課題とする。
Ｑ　「行政区に権限委譲」はどうなった。ど
この区でも区長の受け手がなく苦労している。

区長業務の軽減を望みたい。

Ａ　町長・総務課長など担当職員が12区全部
で懇談会を開催し、区役職員の意見を伺って

いる。6月議会で一般質問する。

Ｑ　飯喰区公会堂の建設と建設後の課題。他
地区の事例を参考聞きたいが。

Ａ　築地新居区第2公会堂の建設計画を紹介し
た。

町
長
に
よ
る
地
区
懇
談
会

飯喰区民15人
参加議員7人
産業土木常任委員会　塚原將司委員長

出
席
者
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下水道が望まれる幹線道路
（町道6号線）

温水プールのフェンス

押原中フェンス

おもな
意見・要望

議会の対応

河東中島区民16人
参加議員7人
教育厚生常任委員会　樋口敏夫委員長

出
席
者

ＱＱ
町
民
に
は
緑
化
を
勧
め
な

が
ら
、
公
共
施
設
の
緑
化
は

が不
十
分
。
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

不に
緑
の
芝
生
を
、
フ
ェ
ン
ス

に周
り
に
緑
の
植
栽
を
。

周ＡＡ
　
6
月
議
会
で
一
般
質
問

し
た
。

し

Ｑ
同
じ
市
街
化
調
整
区
域
で
、
甲
府
市
で
は

開
発
で
き
る
の
に
、
昭
和
町
で
は
規
制
さ
れ

て
い
る
。

Ｑ
河
東
中
島
地
区
は
高
齢
化
率
が
町
内
で
最

も
高
い
が
、
市
街
化
調
整
区
域
の
規
制
で
若

い
人
が
家
を
建
て
て
住
め
な
い
。

Ｑ
　
各
公
会
堂
の
パ
ソ
コ
ン
は
利
用
さ
れ
て

い
な
い
。
使
い
方
の
検
討
を
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
　
6
月
議
会
で
一
般
質
問
し
た
。

Ｑ
　
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
短
期
・
中
期
・
長

期
が
不
明
瞭
で
は
。
河
東
中
島
地
内
の
都
市

計
画
道
路
2
本
の
整
備
を
促
進
し
な
い
と
、

イ
オ
ン
の
開
業
で
大
渋
滞
が
起
こ
る
。

Ｑ
　
常
永
駅
前
は
狭
苦
し
い
。
整
備
し
て
ほ

し
い
。

Ａ
　
当
局
は
財
政
状
況
を
見
な
が
ら
検
討
中
。

Ｑ
　
身
延
線
下
の
農
地
に
汚
水
が
流
れ
込
む
。

下
水
道
の
整
備
を
望
む
。

Ｑ
　
町
の
税
金
は
市
街
化
区
域
整
備
に
だ
け

使
わ
れ
て
い
る
。
河
東
中
島
の
よ
う
な
調
整

区
域
は
下
水
道
が
整
備
で
き
な
い
の
な
ら
、

汚
水
の
下
水
槽
の
管
理
費
く
ら
い
補
助
す
べ

き
だ
。

Ｑ
　
昭
和
町
で
も
都
市
計
画
税
を
取
っ
て
市

街
化
区
域
の
整
備
に
使
え
ば
よ
い
。
他
市
で

は
山
間
地
で
も
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

格
差
是
正
を
望
む
。

Ａ
　
今
後
の
検
討
課
題
と
す
る
。
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清水新居区住民66人
参加議員7人
総務常任委員会　遠藤辰男委員長

出
席
者

Ｑ　生涯学習活動などに貸し出す教育委員会管
理の町保有バスは、県内だけという制限をやめ

て、近県でも利用できるようにしてほしい。

Ｑ　清水新居の子供たちが西条小学校に通学す
るには、国道20号線（甲府バイパス）を横断し

なくてはならない。横断歩道橋の設置などの対

策を考えてほしい。

Ｑ　高齢者の家族介護負担が大変である。町立
の介護施設を造ってほしい。

Ｑ　清水新居は狭い道路沿いに古いブロック塀
が多く地震の時不安がある。対策を考えてほし

い。

Ｑ　児童センター（ゆめてらす）の運営は硬直
化していないか。

Ｑ　清水新居の子供たちが入学する場合、甲府
市内の学校でも西条小学校でも、親の希望でど

ちらにも通えるようなイメージを与えている。

西条小学校も整備されて受け入れの余裕はある

のだから、教育委員会は清水新居区に出向いて

話し合ってほしい。

Ｑ　清水新居でボヤがあった。以前から焼却炉
があり、火の粉が上がり危険で、住民からダイ

オキシンの処理について苦情が出ているので、

きちんとした対応を望む。

　生涯学習活動などに貸し出す教育委員会管

住民のおもな住民のおもな
意見・要望

5月29日

国道20号線の横断歩道

大
盛
況
の
ゆ
め
て
ら
す
ま
つ
り



河住　保茂 議員
か わ や す し げす み

（再質問・関連質問を含み要約したものです。）

「一問一答方式」により7人の議員
が幅広く質問を展開しました。

広
報
誌
で

町
民
の
朝
食
の
紹
介
を

食
生
活
改
善
推
進
委
員
会
で
は
、
正
し
い
食
生
活
を
習

慣
づ
け
る
た
め
、
「
み
ん
な
の
健
康
」
と
題
し
て
、
広

報
誌
に
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
旬
の
食
材
を
活
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー

を
紹
介
し
て
い
る
。
朝
食
の
紹
介
に
つ
い
て
は
、
委
員
会
を
は

じ
め
関
係
団
体
の
協
力
を
得
て
い
き
た
い
。

町
長
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河
住
「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
」
と
い
っ
た
健
全
な
生

活
習
慣
が
学
力
を
高
め
る
こ
と
を
実
証
し
て
い
る
。
広

報
誌
で
朝
食
を
き
ち
ん
と
取
る
こ
と
の
意
義
を
紹
介
し
て
は
。

食
育
の
浸
透
に
努
め
る

ノーテレビ、
ノーゲームデー
の設定を
家族の触れ合いの時間を増やし、青少年
の健全育成、学力向上を目的に、テレビ

を見ない日、ゲームをしない日を設けては。

河住

子どもたちのテレビ、テレビゲーム、携帯電話、インターネット等への長時
間接触により、生活習慣の乱れ、コミュニケーション能力の低下等々、多く

の問題が発生している。本町は第1日曜日を「家庭の日」に定めている。子どもたちの健
やかな成長を願う家庭の日の意義を再確認する中で、個々の家庭のライフスタイルの違い
を踏まえた上で、「メディア文化」に対する取り組みを検討したい。

「メディア文化」への
取り組みの中で検討

教育長

本会議の議事録はホームページで検索できます。
議会事務局でも閲覧できます。



河田あけみ 議員
か わ だ

命を守るがん対策の
充実強化を

①無料クーポンで、延べ何人が対象
となるのか。

②愛育会への検診取りまとめ委託の今後は。
③町民全体のがん対策強化と、検診率50％
への取り組みは。

河田

①子宮頸がん・乳がん検診の無料クーポンは、平成21年度限
りの措置だが、施策の成果を見て、検診の見直しを検討をする。

子宮頸がんは672人、乳がんは580人が対象。
②愛育会が地域の中で「女性の健康づくり」の手助けとして、町と協
力して行う活動であり、事業が今年度限りなので影響はないと考える。
③検診手帳の交付は、受診行動へ誘発できると考える。若年層にもが
んが増えており、母子保健事業の中で、受診率向上に努めていく。

町長

受診率向上に努める

緑化保全と
公有地の緑化推進を
議会と住民との井戸端会議で、公有地の緑化を推進
すべき、との意見が寄せられた。緑あふれる街並み

を目指し、「昭和町緑化推進条例」の策定も検討すべき。

河田

田園風景は町民共通の資産で、調和の取れた
営農を営む条件を確保し、地域の景観を守る

ことが重要だ。都市化の進展が著しいが、農地は緑地
の意味で大きな役割を果たしている。公共施設の緑化は、
県の環境緑化条例の基準を満たすよう配慮し、緑のカ
ーテンの普及など、具体的な施策を検討したい。条例
制定は、先進市町村の状況も調査研究したい。

町長

緑のカーテンの普及など
施策を検討

理想の緑化（押原小）
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コスモス街道の
整備と町の考えは
昭和バイパス通り（通称・コスモス街道）は、かいじ国
体の開催から23年が経過、コスモスの連作による障害や

病気などで生育が思わしくない。管理しやすい宿根草や小花木で
埋め、ベンチや休憩場所を設置したらどうか。

萩原

萩原　　馨 議員
は ぎ かおるは ら

町では公共施設や道路・ロータリー、地区公会堂のプランター設置等、花づくりを支援
し、3つの協力団体に補助している。厳しい環境にも強いコスモスだが、状況を把握し、

専門家にも相談し、コスモス街道を継続するか、花木に変更するか検討する。ベンチ・休憩所の
設置は、管理者である県の河川管理課との協議が必要で、関係者の意見を伺いながら検討したい。

町長

休憩所の設置は県と協議する

公
会
堂
設
置
の

パ
ソ
コ
ン
活
用
方
法
は

地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
整
備
事
業
と
併

せ
、
将
来
の
広
域
行
政
情
報
の
運
用
を

見
据
え
て
設
置
さ
れ
た
が
、
現
在
は
国
・
県
に
つ

な
が
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
、
災
害
時
の
情
報
交
換

な
ど
に
限
り
運
用
し
て
い
る
。
今
後
は
情
報
化
の

進
展
に
伴
い
、
利
用
目
的
を
精
査
し
、
行
政
区
制

度
も
見
据
え
た
方
策
を
検
討
し
て
い
く
。

町
長

萩
原
各
地
区
の
意
見
交
換
の
中
で
共
通
し
て

出
る
の
は
、
平
成
13
年
に
公
会
堂
に
設

置
さ
れ
た
パ
ソ
コ
ン
の
活
用
頻
度
・
方
法
・
経
費

で
あ
る
。
平
成
15
年
に
策
定
さ
れ
た
「
昭
和
町
地

域
情
報
化
推
進
計
画
」
も
、
20
年
度
が
最
終
年
だ

が
、
地
域
情
報
化
推
進
委
員
会
で
見
直
し
が
さ
れ

た
と
聞
く
。
現
在
の
状
況
、
今
後
の
活
用
方
法
は
。

利
用
目
的
を
精
査
し

方
策
を
検
討
す
る

河
西
区
民
が
早
朝
か
ら
草
取
り
を
行
い
、

コ
ス
モ
ス
の
種
を
ま
き
ま
し
た
（
7
月
12
日
）
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田中　博愛 議員
た ひ ろ よ しな か

深沢　平助 議員
ふ か へ い す けさ わ

75
歳
以
上
の
高
齢
者

医
療
費
無
料
化
を

長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）
は
、
現
役

世
代
と
高
齢
者
世
代
の
負
担
を
明
確
に
し
、
高
齢
者
自

身
も
保
険
料
と
医
療
費
負
担
を
す
る
こ
と
で
、
後
代
ま
で
国
民

皆
保
険
を
引
き
継
い
で
い
く
も
の
で
す
。
医
療
費
無
料
化
は
、

財
源
の
確
保
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
主
要
財
源
で
あ

る
法
人
税
等
が
見
込
め
な
い
た
め
、
当
初
予
算
も
緊
縮
型
予
算

と
し
た
。
国
も
制
度
の
充
実
に
向
け
て
お
り
、
動
向
を
見
据
え

た
上
で
内
容
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

町
長

深
澤
東
京
都
の
日
の
出
町

で
は
、
75
歳
以
上
の

医
療
費
無
料
化
を
決
め
、
病

院
窓
口
で
支
払
う
医
療
費
の

自
己
負
担
分
を
、
町
の
全
額

負
担
で
実
施
し
て
い
る
。
低

所
得
の
高
齢
者
に
は
医
療
費

は
大
き
な
悩
み
で
、
無
料
に

な
れ
ば
そ
の
喜
び
も
大
き
い
。

本
町
で
も
75
歳
以
上
の
高
齢

者
の
医
療
費
を
、
無
料
に
す

る
こ
と
を
強
く
望
む
。

国
の
動
向
を
見
て

無
料
化
を
検
討

本町では、将来を担う青少年を健やかに育てるため、地域ごとに青少年育成会が
組織され、関係役員や指導員が連携し、非行防止・環境浄化等、活発な活動が行

われている。安心、安全のパトロールなど、優良事例がいくつもある。これらを公開し、
広めていけば、さらに青少年の健全育成への関心が高まる。町の所見は。

田中

本町では、子どもクラブやスポーツ少年団、愛育会、議会など24団体により、
「青少年育成昭和町民会議」が組織されている。各地区の実践や成果の情報交

換が行われ、登下校時の見守り活動やパトロール等は、町内随所で自主的に実施されている。
本町の青少年健全育成活動は、全国的に子どもクラブ・育成会が減少する自治体が多い中、
12区全てで展開している。地域の子どもは地域で育てるという、昭和教育の伝統の力が大
きい。
　活動をもっと広く周知し、新たな活動も、という質問趣旨は、５月の町民会議の総会で
も提起され、協議された。今後、活動の成果や内容をその都度、広報等で紹介していきたい。
地区の年間事業を事務局で毎年まとめているので、配付先を拡大するなど、活動の成果が
町民の青少年健全育成への関心と意識の向上につながるよう図っていきたい。

教育長

広報で活動を取り上げたい

青少年健全育成
活動の取り組みは



行政区への
権限移譲は
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行財政審議会の答申を受け、町が進め
ようとしている道州制を見据えた行政

区制度改革、各区への権限移譲の内容は。祭り
や敬老会等の見直しがあるのか。町会議員と区
長の兼務は好ましくないのでは。各区を町の行
政区に位置づけ、担当職員を設けるようだが、
現状に余裕はあるのか。

志村

使い道が指定されている現行制度から、
各地区が主体的に補助金を活用できる

よう補助金を一本化し、各区担当職員がサポー
トする中で町民と協働のまちづくりを進めるこ
とが、行政区への権限移譲の骨子だ。今月から
地区懇談会で提案し、意見を伺っている。
　地域の歴史のなかで育まれた祭りや事業の充
実が可能となり、町が見直しをするものではな

い。区長と議員の兼務の善し悪しは、各区の事
情があり、町長としては言及できないが、行政
区制度改革協議の中で検討もありうる。職員が
区に出向き、町民とともに考え、ともに汗を流
すことはまちづくりに不可欠なことで、今まで
以上に町民の視点に立ち、区の課題や実情を把
握し、問題を解決することで、成長できると確
信している。

町長

保坂　明子 議員
ほ て る こさ か

志村　　茂 議員
し しげるむ ら

主体的な区の運営を促進

2
月
、
地
域
防
災
計
画
を
見

直
し
、
押
原
公
園
を
広
域
的

避
難
地
に
位
置
づ
け
、
町
内
一
時
避
難

集
合
地
の
追
加
、
防
災
無
線
デ
ジ
タ
ル

化
、
災
害
物
資
調
達
の
拠
点
整
備
、
自

主
防
災
組
織
の
強
化
等
を
し
た
。

①
要
援
護
者
登
録
カ
ー
ド
の
整
備
、
自

主
防
災
組
織
の
支
援
体
制
の
確
立
を
急

ぎ
、
要
援
護
者
を
対
象
と
し
た
防
災
訓

練
を
実
施
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

②
12
地
区
す
べ
て
に
自
主
防
災
組
織
が

あ
る
が
、
大
半
が
区
の
役
員
に
よ
る
組

織
と
な
っ
て
い
る
。
住
民
が
自
助
意
識

を
高
め
、
公
助
と
し
て
町
が
対
応
す
る

上
で
、
家
庭
の
防
災
力
調
査
を
検
討
す

る
。
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
耐
震
調
査
、
災
害

避
難
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
義
務
付
け

と
補
助
金
制
度
は
、
現
在
、
倒
壊
の
恐

れ
の
少
な
い
生
け
垣
の
設
置
を
補
助
事

業
と
し
て
推
奨
し
て
い
る
。

③
災
害
時
、
女
性
の
活
動
は
必
要
不
可

欠
だ
。
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
等
と
連

携
を
図
り
、
防
災
会
議
の
委
員
へ
の
登

用
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

町
長 総

合
的
な
防
災

対
策
の
確
立
を

保
坂
①
要
援
護
者
を
対

象
と
し
た
防
災
訓

練
を
各
区
で
実
施
す
べ
き
だ
。

②
自
主
防
災
会
の
構
成
、
現

状
は
。
住
宅
の
耐
震
性
、
家

具
の
固
定
、
飲
料
水
の
備
蓄

な
ど
、
家
庭
の
防
災
力
調
査
を
。

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
耐
震
調
査
、

災
害
避
難
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト

着
用
義
務
付
け
と
補
助
金
制

度
の
実
施
を
。

③
町
の
防
災
会
議
に
女
性
委

員
を
登
用
し
「
男
女
共
に
つ

く
る
防
災
の
ま
ち
づ
く
り
」

の
実
現
を
。

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
に
着
手
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・平成20年11月、区長との意見交換会、
平成21年5月の井戸端会議でも迷惑駐
車に対して意見がありました。
・平成20年12月25日、中日本高速道
路㈱の回答は、天井コンクリートの
剥離対策には何千万円も要し、無償
での賃貸借は困難で、駐車場として
の開放は非常に難しい。
   既存の無料駐車場も契約後12年を
経過しており、町で購入していただ
くか、有償での契約に変更したい。

（平成19年9月議会　質問者：河田あけみ議員）

中央道高架下の高速バス利用者のための無
料駐車場（20台収容）は平日、休日を問わ

ず午前中には満車となっています。
側道と高架下の道路には青空駐車の車が多く、一
般車両の通行に支障があるが対策は。

無料駐車場は平成8年に道路公団（当時）と
の契約で町が無償で借り、中央道昭和バス

停利用者の便を図っている。路上駐車禁止の貼り
紙をしたがほとんど効果はない。中日本高速道路
㈱は、高架下のスペースを駐車場として利用する
ことは橋脚への車の衝突、落下物による危険があ
り不可ということである。

その後

　町では駐車場の拡張は行わず、駐車禁止
対策として路上へ駐車禁止ポール、駐車禁
止マーク、満車の場合の緊急仮駐車場の看
板設置を予算計上しています。
　8月には迷惑駐車対策工事を行う予定です。

結
　
論

〈高速バス停利用者にお願い〉 緊急の場合を除き、送迎による利用をお願いします。

区長との意見交換会・河東中島区での井戸端会議でも意見が寄せられました。

現時点で迷惑路上駐車も後を絶ちません。改善策の途中経過をお知らせします。
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22
年
前
、
家
族
3
人
で
河
東
中
島
区
に
越
し
て

き
ま
し
た
。
3
歳
の
長
男
は
よ
う
や
く
寝
付
く
こ
ろ
、

身
延
線
の
電
車
の
音
が
聞
こ
え
て
く
る
と
「
ガ
バ
ッ
」

と
起
き
て
「
銀
河
鉄
道
き
れ
い
だ
ね
」
と
喜
ん
で

い
ま
し
た
。
河
川
清
掃
の
時
、
父
親
と
出
か
け
て

い
き
、
帰
っ
て
き
た
時
に
は
、
バ
ケ
ツ
の
中
に
ド

ジ
ョ
ウ
や
ザ
リ
ガ
ニ
が
た
く
さ
ん
入
っ
て
い
て
、

う
れ
し
そ
う
な
笑
顔
を
昨
日
の
よ
う
に
思
い
出
し

ま
す
。
草
む
ら
で
虫
を
捕
ま
え
、
田
ん
ぼ
に
レ
ン

ゲ
を
摘
み
に
行
き
、
豊
か
な
自
然
が
残
っ
て
い
て

子
育
て
に
は
と
て
も
良
い
環
境
で
し
た
。
図
書
館

に
も
、
プ
ー
ル
に
も
良
く
通
い
ま
し
た
。

　
朝
、
起
き
る
と
玄
関
に
丹
精
こ
め
て
作
っ
た
野

菜
が
置
い
て
あ
り
困
っ
た
な
、
誰
だ
ろ
う
と
思
っ

て
い
る
と
道
で
あ
っ
た
ご
近
所
さ
ん
に
「
置
い
と

い
た
よ
」
「
あ
り
が
と
う
、
ご
ち
そ
う
さ
ま
」
。

今
で
も
ず
っ
と
こ
ん
な
あ
い
さ
つ
が
続
い
て
い
て
、

人
の
温
か
さ
と
、
農
地
の
恵
み
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
春
は
桜
が
咲
き
、
夏
は
蛍
が
飛
び
交
い
、
秋
は

田
ん
ぼ
が
黄
金
色
に
変
わ
る
中
島
の
自
然
を
、
こ

れ
か
ら
も
大
切
に
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
今
は
ド
ジ
ョ
ウ
や
ザ
リ
ガ
ニ
は
少
な
く
な

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
河
東
中
島
区
も
早
く
、
下

水
道
が
整
備
さ
れ
ま
す
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
私
が
昭
和
町
に
越
し
て
き
た
の
は
25
年
前
で
す
。

　
当
時
は
県
道
、
布
施
竜
王
線
に
路
線
バ
ス
が
1

日
4
往
復
し
か
通
ら
な
く
、
家
の
周
り
に
は
促
成

ト
マ
ト
や
キ
ュ
ウ
リ
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
が
立
ち

並
び
、
休
日
と
も
な
る
と
両
親
の
農
作
業
を
手
伝
い
、

近
所
の
人
た
ち
と
畦
（
あ
ぜ
）
で
お
茶
を
飲
ん
だ
り
、

世
間
話
を
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
て

き
ま
し
た
。

　
昭
和
町
は
合
併
せ
ず
単
独
の
町
を
選
ん
だ
の
で
、

今
ま
で
ど
お
り
の
大
変
細
か
い
ス
ピ
ー
デ
イ
ー
な

対
応
が
で
き
、
福
祉
や
教
育
に
お
い
て
も
充
実
し

た
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。

　
行
政
や
町
議
会
議
員
の
方
々
に
は
、
行
政
区
制

度
改
革
や
議
会
改
革
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
、
区

民
と
の
対
話
集
会
や
井
戸
端
会
議
で
、
自
治
意
識

を
高
め
る
た
め
に
町
民
と
意
見
交
換
を
し
て
お
り
、

大
変
良
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
今
、
常
永
地
区
は
区
画
整
理
事
業
が
進
ん
で
お
り
、

2
年
後
に
は
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
開

店
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
都
市
化
が
進
み
、
時
代
と
と
も
に

町
が
変
化
す
る
こ
と
は
当
然
で
す
が
、
将
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
緑
と
自
然
と
伝
統
行

事
を
残
し
て
継
承
し
て
い
く
こ
と
が
、
将
来
の
昭

和
町
の
発
展
に
つ
な
が
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
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銀
河
鉄
道
の
河
東
中
島

飯
喰
区清

水
　
万
蔵
さん

し

み

ず

ま
ん

ぞ
う

都
市
化
が
進
む

昭
和
町
の
発
展
に
思
う

河
東
中
島
区

笹
本
　
　
子
さん

さ
さ

も
と

れ
い

こ

　
本
町
の
議
会
広
報
誌
の
歴

史
は
昭
和
49
年
5
月
に
第
1

号
が
創
刊
さ
れ
、
県
内
の
議

会
広
報
誌
と
し
て
は
ト
ッ
プ

ラ
ン
ナ
ー
で
あ
り
ま
し
た
。

　
当
時
の
一
般
会
計
は
4
億

円
で
平
成
21
年
度
一
般
会
計

予
算
は
緊
縮
型
予
算
で
あ
っ
て
も
、
約
70
億
円
あ
り

ま
す
。

　
こ
の
経
過
の
中
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
出
来
事
が
あ

っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
先
代
の
方
々
に
感
謝
、

感
謝
で
あ
り
ま
す
。

　
各
議
員
は
議
会
活
動
を
町
民
に
お
知
ら
せ
す
る
唯

一
の
方
法
で
あ
り
、
頑
張
っ
て
い
る
町
民
に
も
登
場

し
て
い
た
だ
き
、
町
民
と
共
に
歩
み
読
み
た
く
な
る

議
会
広
報
誌
に
な
る
よ
う
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

　
お
気
付
き
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご

意
見
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。（
萩
原
　
馨
・
記
）

　
　
○
議
会
広
報
編
集
委
員
会

　
　
　
委
　

員
　

長
　
　
河
田
あ
け
み

　
　
　
副
委
員
長
　
　
河
住
　
保
茂

　
　
　
委
　
　
員
　
　
萩
原
　
　
馨
 
保
坂
　
明
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
中
　
敏
美
 
塩
澤
　
　
浩


